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1　研究目的

　本研究は昨年度の研究に継続して行われたもので，昨

年度は妊産婦を対象にした母親学級に関する班究を行っ

たが，今年度は乳幼児をもつ母親を対象にした学級にう

いて行ったものである。現在においても，乳幼児をもつ

母親を対象とした学級は， 全国で幅広く各種のものが開

かれているが，その全体的な実態については明らかにさ

れていない。今回め研究は，そうした現在行われている

母親学級の実態を明らかにすると共に，母親達が母親学

級から学んでいるもめや，それへの期待， 不満などにつ

いて調べ，現在大きな課題となづている保健指導活動の

一環としての母親学級のあり方や運営・指導方法や内容

などについて検討を加え，その充実強化のための方策に

ついて考案するものである。

学級の内容と受講者である母親に関するものを中心にし

たものである。

　質問紙調査（2）付2，対象は国立公衆衛生院に研修に来

院している保健婦26名，1 養士36名，計62名を対象にし

たもので，それぞれの立場からみた現在の母親達の印象

や指導上の留意点などについて質閻したものである。

　質問紙調査（3｝付3，対象は保育園児，幼稚園児をもつ

母親と，保健所の健診に来所した乳幼児をもつ母親を対

象にして行ったもので，地域は主として東京，神奈川ジ

青森の3か所であり，保健所の健診のケースのみ少数宛

全国∫2県にわたっている。質問項目の内容は，母親学級

についての印象や期待を中心に， 育児についての不安や

悩み， 父親の育児参加などに関する8項目からなってい

る。調査対象とした母親の総数は，1，400名である乙

皿　調査結果

∬　研究方法

　今回は次ぎの3種類の質問紙を用いた調査を実施した。

　質問紙調査①付1，対象は母親学級を実施している側

を対象としたもので，全国の保健所857か所，人口5万

以上の都市全部と町村から抽出したもの計1，198か所に

調査用紙を郵送し，回答を求めた。質問項目の内容は，

　質問紙調査（1｝について

　回収率は保健所の場合は非常に協力的で約80％の高率

であったが，市町村の場合は教育委員会と他の部謬との

混乱もあったためか約30％と低調であった。分析は，実

施機関別と地域別に分けて行った。

　実施状況についてみると，教育委員会が最も多く行っ

ており，約80％のものが実施しており，次いで市町村・
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保健所の順である。保健所は約40％が実施している。（表

2－1）学級を実施しない理由は，予算の関係をあげた

所が保健所，市町村に約1割みられる他は，他の機関で

行っているからということを理由にあげる所が多くみら

れた。（表2－2）

　母親学級を開催中の子どもの世話は，開催者が面倒を

みているものが過半数であり，教育委員会の場合は約8

割の高率であるQ（表3－1）面倒をみるものについては

機関によって大きな違いがみられ，保健所の場合は圧倒

的に保健婦が多く，次いでグループ内の母親，保母，市

町村の職員，ボランティアなどの順であるが，教育委員

会の場合はボランティアの母親が約4害IIもいるのが目立

つ。次いで保母が約2割である。（表3－2〉

　母親学級に参加した母親についての実施者の印象は，

育児や子どもの発達についての知識については「ふつう」

とするものが殆んどであり，「豊かである」とするものが

教育委員会に多く・「貧しい」とするものが保健所にやや

多くみられる。（表4－1，4－2）

　学習意欲の場合も同じような傾向がみられ保健所，市

町村の場合は40～50％が意欲的であるとしているが，教

育委員会の場合は70％という高い数字である。（表5一1．

5－2）

　指導に対する理解度については，「よく理解する」とす

るものが教育委員会の約6割を最高に市町村，保健所の

順にみられ，保健所と教育委員会の数字は「ふつう」と

「よく理解する」が全く逆である。しかし，この数字は教

科内容も違い，必ずしも母親の理解力の程度を表わすも

のとはいえないQ（表6－1，6－2）

　父親学級や祖父母を対象にした学級も多く開いて貰い

たいものであるが，父親学級は保健所が7彩，市町村5

％，教育委員会10％であり，祖父母学級は4％，12％，

11％と父親学級よりやや多く開かれている。（表7，8－

1）この場合，地域的には祖父母学級が大都市に少なく，

町村に多くなっている。（表了，8－2〉

　学級の内容についてみると（表9－1，2，3）学習

テーマ数は教育委員会が保健所，市町村より多い。実施

時期は保健所，市町村では約3割が健診時に行っており，

対象も保健所と市町村では約4割が健診来所ケースである。

　学級の人数は20～50名が最も多く，次いで11名～20名

であるが，教育委員会は20～50名が過半数を占めている

のに反し保健所，市町村は20名以下のクラスがかなり多

くみられる。

　開催形態は1回のみの単発は少なく，多くの学級はシ

リーズなどの形態をとっている。

　学習形式は講義形態のものが各機関とも約半数である

が，他の形態では機関によりかなりの違いがみられ教育

委員会は集団討義方式が多い。

　1テーマ当りの学習時間は約4時間である。

　教材についても機関により違いが多くみられるが保健

所，市町村ではパンフレットやテキストの使用が多く，

視聴覚教材は教育委員会で最も多く使われている。

　担当者は保健所と市町村では当然保健婦と栄養士が過

半数を占めている・教育委員会の場合の専門はその他が

過半数を占めているように担当者は非常に広い範囲にわ

たっているQ

　協力機関の場合も実施機関により違いが大きい。その

中で目立つのは保健所の場合の教育関係機関との協力の

少さと教育委員会の児童相談所との協力の少さである。

もっと保健と教育，教育と禰祉の分野の協力があってよ

いように思える。

　学習科目については（表10－1，2，3〉に示す如く

実施時期や対象，人数などについてみても学習の科目に

よる違いは余りみられない。そのことは学習の形態や教

材，担当者などについてもいえ科目による違いは案外に

少ない。ということは単一職種の人がかなり広い範囲の

分野の指導を担当しているとも考えられる。

　今後の課題については，テーマについてみると基本的

な内容のものを行えという意見と同時により具体的で身

近かなテーマのものを提供すべきだとする意見がみられ

るし，親子関係や母親自身の精神衛生に関したテーマの

ものを望む声も多い。（衷11－1）会場についてはもっと

広い場所と学習中の保育の場の確保を望む意見が保健所

に多くみられる。市町村や教育委員会の場合は交通の便

の良さと近い所で行えという意見と保育の場の確保の二

つに意見が集中している。（表11－2〉講師，助言者につ

いては，保健所からはもっと幅広い専門家を，という意

見が圧倒的に多くみられる。（表11－3）

　教材にっいては視聴覚教材の利用を，という意見が全

般に多い。特に教育委員会にその必要性を認めるものが

多い。その他では保健所や市町村に手作りの教材や模型。

写真などの展示物の使用を，という意見が多い。（表11－

4）広報活動の不足についてはどの機関も紹めており，

広報や個人通知，健診時のRR，の強化を望んでいる。そ

の他地域の人たちの協力や教育機関と連携してRRすべ

きだとの意見もみられる。（表11－5）その他の意見では

保育室の開設や桀団討議の場の提供を課題とするものも

多いし働く母親のための教育の場の必要性を主張してい

るものもいるQ（衷11－6）
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表1回収率

高橋他：母親学級における精神心理面及び栄養面に関する指導方針に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　裏5－1　学習意欲
　　　　　　　　　　　　　　（機関別）

配布　数 回　収　数　　回　収　率

保　　　健　　　所　　　　857 624　　　　72．8％

市　　　　　　町　　　　　村　　　　　　1，198 353　　　　29，5％

全　　　　　　体　　　2，055 977　　　　47．5男

表2－1　乳幼児をもつ母親を対象とした
（機関別）　　学級を実施しているかどうか

保　健　所 市　町　村 教育委員会

突施している 258（4且．秘） 66（52，4労） 186（81，9％）

更施していない 365（58，6粥） 60（47，6彩） 41（18．1％）

衷2－2　学級を実施していない理由
（機関別）

　　　　　　　保健所　市町村　教育委員会
　予算の関係　37（9．0鰯〉　7（10．8鰯）　0（0．0鰯）

　意義を認めない　　8（2．0％）　2（3．0％）　1（2．6％）

他の㈱で行っている　　M（36．2％）　18（27．7％）　　7（18．4％）

　その他の理由　204（53，8％）　38（58．5％）　30（78．9％）

表3－1　学級実施中，子ども遼の面倒をみるか
（機関別）

　　　　　　　保健所　市町村　教育委員会
面倒をみる151（57．9妬）45（55．6拓）148（79．6％）

面　倒　 ‘ま　み　な　㌧、　　　艮10（42．1弼）　　　36（44．4妬）　　　38（20，4％）

表3－2　面倒みるのは誰か
（槻関別）

保　健　所 市　町　村 教育委員会

保　　　　　　母 20（＆0％） 6（且1．5男） 41（22．4％）

保　　　健　　　婦 艮09（43，8％） 且5（28．8妬） 0（0，0％）

指　　　導　　　員 璽1（4．1％） 0（0，0鰯） 9（4．9％〉

市町村の職員 19（7、6％） 鹿（i．9粥〉 19（10．4％）

ポランティアの職員 18（7，2％） 9（璽7．3％〉 70（38，3鰯）

グルーブ内の母栽達 24（9．6％） 7（13，5％） 量6（8．7％）

そ　　　の　　　他 48（19．3妬） 14（26．9鰯） 28（15．3％）

保　健　所 市　町　村 教育委員会

意　欲　が　な　い 5（2．0％） 1（1．5弼） 2（1．1％）

普　　　　　　　通 144（56．5弼） 31（46．1％） 53（28，8％）

意欲的である 106（41．6％） 35（52．25） 129（70．1％）

表5－2
（地域別）

大　都　市 中小都市 町　　　村

意　欲　が　な　い 2（1．7％〉 4（1．3％） 2（2．8％）

普　　　　　　通 47（39．2％） 旦41（44，9％＞ 40（55．6％）

意欲的である 71（59．2％） 169（53，8彩） 30（41．7％）

表6－1　指導に対する理解度
（機関別）

保鍵　所 市　町　村　　教育委員会

理解　し　な　い 3（1．2彩〉 1（15％）　　0（0．0％〉

普　　　　　　逆 且90（74．2％） 42（65．6％）　69（37．7％）

よ　く理解する 63（24．6多） 21（32．8％）　114（62．3％）

衷6－2
（地域別）

大　都市 中小都市 町　　　村

理　解　し　な　い 且（0，8％） 3（1．0彩） 1（1．4％）

普　　　　　　通 60（49，6％） 151（51．0％） 44（61．1％）

よく理解する 60（49．6％） 142く48．0多） 27（37．5多）

衷7－1　父親学級を実施しているか彰うか
（機関別）

　　　　　　　保継所　市町村　教育委員会

表7－2
（地域別）

　　　　　　　大都市中小都市町村
実施してい’ 　M（［§．6彩）　29（7．4％）　7（7．5％〉

突施していない　 B2（90，4妬）　365（92，6％〉　86（92．5％）

表4－1　母親の育児や子どもの発達に関する知熾の程度
（機関別）

保　健　所 市 町　村 教育委員会

貧　　　し　　い 20（7．8％） 6（9，4％） 7（3．8％）

普　　　　　　通 220（85．9粥〉 55（85．9％） 160（87，0％）

豊　　　　　　か 16（6，2粥） 3（4．7％） 厘7（9．2％）

轟4－2
（地域別）

大　都　南 中小都市 町　　　村

貧 し い 8（6．7妬） 20（6，3％） 5（7．且％）

罹 通 更04（87．4％〉 270（85．7％〉 6且（87．耳％）

豊 か 7（5，9彩） 25（7．9％） 4（5．7彩）

衷8－1　祖父母学級を実施しているかどうか
（機関別）

　　　　　　保健所 市町村 教育委員会

災施している　15（4．2多）　9（ほ．8％）　2艮（10．8％）

災施していない　343（95．8％〉　67（8a2彫）　174（89．2弼）

褒8－2
（地域別〉

大　稲　市 中小都市 町　　　村

突施している 4（3．0％〉 30（7．6郎） U（12ρ％）

契施していない 128（97．0％） 364（92，4％） 81（8＆0多）
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機関別，学級実施内容（昭和58年度）

表9－1

項　目

　関

対象数

学数 突施時期　　対　　　象　　　　　　人　　　　　　　数 開　催　形　態 「
鍵診時

そ　　　健
　　　診以外　　　対

1署

そ　　　10　　　11

以　　　名　　　～
　　　ま　　　20の人　．　で　　　名

21

5D

5畳

lOO

塵01

以上

シリ1ズ

一回のみ
臨時

保　　健　所
623

2．54 29．3彩 7D，7男　41．3％ 5＆7％　14．6％　34．2彪 35．3鰯 10，6男 5．3鰯 26．6％ 29．5妬 40．3努 3．5％

市　　町　村 U6 2．85 31，1努 68．9鰯　39．2瓢 60．8飾　　4．8彩　31，7％ 49．1％ 8．9鰯 5．5％ 26．7％ 30．4彩 38．8％ ％

教育婆員会
227

6．78 2．7％ 97．3％　　5，9％ 94，1妬　　1．4％　聖56弼 6皇2鰯 15．8妬 6，0多 26．4％ 43，5努 29．5労 彩

衷9－2

　項　目

　関

学　習　形　態　　　一時（　　　　　　教　　　　　　　　　　　　材 旭　　当　　者

講　　爽

　　響

見学
集団討騒

τ嘘掛　のマ　時学平制習均）　図

ノマ スライド
ビデオ 映画 なし その他 医師 歯科振師 助産嫡 保健蝿 栄養士

保　　健　　所 58．2％20．6％ 7．6彩 13．5妬 4，0814，8彩138．6％ 16．8％ U．0％ 2．6％ 5．2％ 8．2鰯 2、7蛎 8．4多 2．6労 18％ 45，9劣 21．0郎

市　町　村 50．2％25．3％ 5．9％ 且8．5％ 4．72　LO．6彩43．8鰯 16．6％ 10．0％　2．6％ 6．9％ 8．4彩 1，溺 8．0％ 5．8鮮 3．5％ 33．9％ 】8．8鰯

教育委員会 52．8％L9．0％ 4．4％ 23．8％ 3．88　2．9殖14，7努 24，協 4．4％　7．2％ 11：L彩 33．6％ 2．0％ 4．5％ Ll鰯 D，1努 4，4拓 6．2妬

裏9－3

　項　目

　関

握　当　者 協　　力 機　　関　　　　　　　　　　　　　学 習

心聯　　そ

　門　　の

袴家　　他

保鍵所 児壷相談所

家相

　談児亜室

教　　　爆　　　地　　　そ　　　身1こ　　精に　　　栄　　　生し
　　域　　体つ獅醤碍機湾組の発い発い3灘関　　　所　　　織　　　他　　育て　運て　　て　　とて

問指 小疾 安防　　そ
止　にとつ　　の

い故て　　他

保　　鯉　　所 6．2％旦4．2％ 41．2％ 6．1％ 0．9％ 48努　　7．9努　17．0％　22．L％　L3．8％　14．3％　13．0粥　i5，0％ 9．4％ 3．9彩 io．0％ 9，9彫聖0，6％

市　町　村 g．9彩20，1労 25．5％ 2．0妬 6．5彩 16．2％　　6，5％　24．7％　18，6妬　】4，0彩　ヨ5，3鰯　］6．4％　17，8拓 11，0努 3．8多 7．4彩 6．3％　8．0彫

教育婁員会 30．1彩53，7％ 6．1％ 0，7弼 0．5％ 40．1％　i4．1％　12．1弼　26．5％　L2，3％　L8．1％　　7，4％　21，0％ L2，3％ 2．4％ 4．8努 4．8％聖6£5

学習科目別，学級実施内容（昭和58年度）

衷10－1

　　　　　項　　　目

　　　習

対象数 学数1契施時期 対　　　象 人　　　　　数 開　催　形　態
習の1　健　　1テ　　1　平i　診ロマ均　　時 健診対象者 10

まで

i1

20

21

50

51

LOO

LO1

以上

一回のみ
臨時

身体発育について
403

2，47i30．1％ 69，9粥 40．4％ 59．6％ 7．4％ 25，9妬 44．2％ 亘4．7％ 7．8％ 30．8箔 30．2拓 36．8％ 2．2多

糖神亮違について
426

2．74　25．6％ 74．4％ 35．3％ 64，7彩 6．6％ 25．7％ 46，3多 聖4，3粥 7．0％ 30．0彩 34．0％ 33．9％ 2．1拓

栄　餐　に　つ　い　て 40貰 2．15　33．8％ 66．2％ 43．5努 56．5％ 6．9％ 29．5％ 41，8鰯 置4．6彩 7．2％ 30．3多 25．9彫 41．5％ 2．2％

生活習慣としつけについて 459
280　24．3％ 75．7％ 34．3％ 65．7％ 6．2男 24．9％ 45．9％ 14．6％ 8．4鰯 30．険∫ 32，6多 34．9％ 2．3彩

遊　び　に　つ　い　て
360 2．風7　27，7劣 72．3劣 36．8％ 63．2粥 6．聖妬 27．5％ 43．3％ 民5．3％ 7．8彫 32．5％ 32．6％ 32，5粥 2．3％

問題児の撫導について
135

1．9D　3L6鰯 68．4彩 47．4多 52．6％ L2．4％ 3D．2％ 39．5％ 1L2多 6．6％ 41．3彩 24．0彫 33、5鰯 1．2％

小児の疾病につい，て
293

2．04　32、8％ 67．2％ 43，4蛎 56．6妬 7．2％ 30．8％ 41．7％ 13，7鰯 6．7％ 3夏．4粥 26．2％ 40．7％ 1．7％

安全と那故防止iζっいて
273

2．15　39．擁 60．9％ 48．9％ 51．1％ 6．6躬 29．5多 40，L％ 亜5．7％ 8．聖彩 3L3多 24．7％ 41．45 2．6％

そ　　　　の　　　　他
303

3・02120・0％ 80，0多 27．3％ 72，7劣 8．0％ 2艮．0彩 48．7％ 14．4％　7，9％ 24．9％ 38．65 34．15 2．4多

4
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表IO－2

　　　　　項　　　目

　　　留

学　習　形　態 学の 教　　　　　　　　　　　　　　材

講義 実習 見学 築団討議 掛図 ノ雫 スライド
ビデオ 映画 なし その他

身体発冑について 54．0％ 18．4％ 8．6％ 、塵9．0％ 84 13．7％ 33．5％ 17β％ 真0，5％ 4．9％ 7．7男 駄1％ 2．8％

精神発述について 56．0彩 14．7男 7．3％ 22，0彩
86

且2．4％ 30，6弼 17．2％ 8．9％ 6．2％ 亀7％ 13．5％ 2．5％

栄　餐　に　つ　い　て 5“6％ 25．4％ 10．1％ 重4．0％ 90 耳3．6％ 39．7％ 19，2彩 00．8％ 2．7％ 6．5彩 5．3％ 2．3％

生活習慣としつけについて 53．7彩 旦6，6％ 7．2％ 22．5％ 75 11．膨 30，7弼 17．3労 rg．8％ 5．55 8．8％ 14．3％ 2，4妬

遊　び　に　つ　い　て 46．塵％ 24．2％ 7．6彩 22．0％
97

11，L％ 314％ 17．9％ 9．4％ 4．6％ 8．2％ 14，4彫 2．9多

問題児の指導について 44．2％ 19．2％ 7．8％ 28．8％
100

璽2，2％ 33．2％ i4．9％ 8．6％ 3．0％ 9，1多 12．9彩 6，ユ彩

小児の疾病について 57．擁 17．0彩 8．8％ 17．1多
94

L4．9％ 35．4％ 18．9％ 12．8％ 3．2％ 5，7彩 6．85 2．3男

安全と班故防止について 53．4％ 19．5％ 10．3％ 腫6．9男
99

15，3粥 35．8彩 17．4％ 夏2．且％ 3．丘％ 6．0％ 7．2弼 3．2多

そ　　　　の　　　　他 49．8％ 21．1％ 7．7％ 21．5％
92

聖1．7妬 29．9％ 18．3％ 11．0彩 3．3％ ＆7望 14．4％ 2．7％

　※学習科目の重複が少ない「間題児の指導」を100とした場合の価で、価が小さいほど他の学習科目との重複が多いことを

　　示す。

豪10－3

　　　　　項　　　目

　　　曾

旭　　　　当　　　　者 協　　力　　機　　関
医師 歯科医師 助産婦 保健娚 栄養士

心専

　門教育家

その他 保鍵所 児血相談所

家相

　談兜皿室

教育機関 保育所 地域組織 その

他

身体発育について 9．0妬 2．6妬 2．1％ 38，3妬 19．0彪 11．0％ 18．0％ 36．3％ 5．6％ 1マ％ 且2．7％ 8．3％ 13β％ 21．9郎

精神発達について 7．6％ 1，4弼 旦．8％ 33．7％ 15．9彩 1亀4弼 21．1鰯 28．2％ 6．2％ 1．8％ 且8．2％ 1α4％ 12．6％ 22．5％

栄　養　に　つ　い　て 6，2弼 3，且多 2．夏％ 34．耳箔 34．7鰯 4．4多 i54％ 37．8多 5．2労 14多 9．9％ 7．3％ 15，1弼 23．3鰯

生活習慣としつ明ζついて 5．9％ 2．9％ 1．5％ 32、2多 L6．4％ 15．5％ 25マ％ 25．7％ 5．9％ 1．8％ 205％ 1α0％ 13．8％ 22．3彩

遊　び　に つ　い　て 5．5％ 2．2％ 1．7％ 31．7努 16．溺 15．0％ 27．9％ 27．0％ 7．3％ 2．5％ 旦7．鰯 11．9％ 13．且％ 20．6郎

問題児の指導について 9．7％ 3．1％ 2，2彩 319％ 13．5％ 1＆9％ 20．7％ 28，9男 14．5％ 3．2男 12，7男 12．i多 8，6多 20．1％

小児の疾病について 15．腔鰯 2．8％ 2．6男 39．1％ 20．8％ 乳9％ 重3，7％ 36．3％ 6．5％ 1．3％ ＆2％ 8．0％ 置3．0％ 26β％

安全と癖故防止について 9．0％ 2．0％ 2．3汚 39．5％ 21コ％ 7．4％ 18．1労 35．4％ 7．2％ 1．8％ 10．1％ 8．2％ n．3％ 25．0％

そ　　　　の　　　　他 5．0多 3．3劣 2．1％ 29．75 且3．6％ 9．75 36．5労 21．6弼 2．7妬 0．2％ 21．2傷 10．4％ 監5．4労 28．5％

学級運営の今後の課題
衷11－1

　　　　　　　　1．テーマについて
　　　　　　　　　機関別事　　項

保健所 市町村 教　育
員会

正．　精神発遼・　しつけ騨遊び・鰯・　栄養などの基本的内容
75 18 18

2，栽子開係に関するもの
29 L2 18

3．　より臭体的で身近なテーマを 22 4 29

　母親自身の心理的成長。不安の4．　解消など

15 18 0

5．親の役割，あり方について
12 0 10

　親同志の話し合いの場づくり6・（地域組繊の育成） 12 3 6

7．障害と療育 6 0 0

　思春期教育の充実を（性教育な8・どを含む） 6 L 0

9．テーマ別に選択できるもの 2 0 0

m，祖父母を対象としたテーマを 2 0 0

表軍軍一2

2．会場について
　　　　　　　　機関別串　　

項 保健所 市町村
教　育委員会

1．もっと広い場で（一箇所で） 圧9 0 9

盆　学盟中，子どもの面倒・世話でき　る保育室（既児設備）のある場を 14 11 35

3，和室（タタミ）で
10 1、 亘

4．子どもが遊べる場のあること
10 0 4

5，交通の便がよく臼身近な場で 9 20 48

6，視聴覚槻器が落用できろ会場を 4 2 2

7．戸外でも 3 0 0

8，学級専用の教室を 2 1 10

9．安全性φ高い場で 2 0 0

一　5
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衷U－3
3．講師助言者について

　　　　　　　　　機関別事　　項

保鍵所
市町村　　教　育　　　　　委員会

夏，もっと巾広い専門家 41 　　18　　　　19

2．　（先鍛の）母親を 8 3　　　　聖4

　『

3．身近にいる地域の人rζ 8 0　　　　27

4．テーマにそくした人を 3 　　　　一
　　　　0

5．学級の専任講師を 2
0　　　　0

衷“一4

4．教材について
　　　　　　　　　機関別那　　項

保健所 市町村 教　育
員会

1．視聴覚教材の利用を 56 ヨ5 65

2，手づくりの教材を 22 LO L

3．テーマに合う新しいものを Il 0 0

4，模型，写爽などの展示物を 8 0 0

5，子どもの興味をひくものを 8 0 0

6，個人向けの教材がほしい 2 0 0

7，思春期教育的な教材を 1 0 0

8，母子相互関係に関する教材を 1 0 0

裏11－5

5．広報活動について

　　　　　　　　　機関別事　　項

録鍵所 市町村
教　冑

員会

夏．広報，個人通知および健診時に

PRを
67 25 29

2，地域の総織と協力してP　Rを 15 2 】0

3　テレビを利用して（有線放送を　含めて〉 4 3 2

4，教磯関と灘してPRしたい
　（保育所・幼稚園など）

1 2 16

　質問紙網査（2）について

　質問紙調査（2）は，保健婦や栄養士が母親達をどのよう

にとらえ，どのように指導を行っているかについてみた

ものであるが，結果をみると保健婦と栄養士の間には，

やはりその見方や指導上の留意点に違いがみられる。

　母親の印象（表12）については，神経質な母親が多い

とするものが栄養士に多くみられ保健婦には少ない。こ

のように栄養士が母親を神経質とみるのは，栄養指導の

場で食事量や栄養の所要量などに細かく気を使う母親に

出会う機会が多いためとも考えられる。干渉が多い母親

表11－6

6．その他について
　　　　　　　　　機関別串　　項

保健所 市町村 教　育
員会

1．開催中の子どもの世言舌・保育の
問題

17 4 3

2，講義だけでなく・参加者の討論
形式を加えて

14 2 8

3，受講生の意見を反映させたい 10 D 0

　学級を通じて仲閏づくりを（自4・主的なサークルヘ）

10 0 0
ε　仕箏をもつ婦人の参加をどうす　　るか

8 3 】8

6．他の機関との連携を 8 3 6

7．人築めをどうするか 6 5 2

＆　学響内容の充爽 6 3 9
g　父親・徳父母を対象とする学級　設搬を

6 1 3

10．親としての臼覚をもたせるよう
　なものを

4 0 0

については，共に多いとしており両者の間に差はみられ

ない。

　次ぎに指導全般についての留意事項から保健婦，栄養

士の指導の目標なり理念をみると（表13）父親の育児参

加や，祖父母の育児援助について強く留意しているとい

うのが保健婦に多くみられ栄養士には少ない。同じよう

に家庭畷境条件についても保健婦の関心の強さに比べ栄

養士の関心はやや低調である。

　偏食や少食の指導上の留意点（表14）についても幼児

の精神面への留意が保健婦に強くみられるが栄養士の場

合はやや弱いようである。遊びや睡眠との関辿について

も栄養士の関心は保健婦に比べて薄いといえよう。

　健康増進の指導の場合も，全く同じことがいえる。（表

15）こうした保健婦と栄養士の関心の違いは，やはり専

門領域の違いから来るものと考えられる。

　質問紙調査〔31について

　質問紙調査⑧は乳幼児をもっている母親を対象とした

もので，幼稚園，保育園，保健所を通じて1，400名の母

親に調査用紙を配布した。回答があったのは857名，回

収率61％であった。

　調査対象となった母親の年齢は次表の如く30代の母親

が68％と一番多い。また家事以外に仕事をもっている母

親は592名（69．1％）である。子ども数は一人っ子の家

庭が244（28．5％〉，2人以上の家庭が613（7L5％）であ

った。家族構成は核家族260（30．3％）に対し複合家族597

（69．7％）と複合家族が三分の二を占めており祖父母との

同居家族が多い。

6
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表12　母親についての印象
（　）保健嫡

項　　　　　　目 非常に多い 多　　　い それ程でもない 少　な　い 非常に少ない わからない 無　回　答

皇．神経質な母 聖（0） 13（3） i3（L2） 7（6） 1（0） 0（3） L（2）

2．健診に非協力的な母 鷺（0） 3（0） 5（0） H（16） 塵2（9） 1（且） 3（0）

3．指導に対して奥剣でない母 0（0） 2（0） 7（6） L8（12） 8（6） 0（里） 1（1）

4．育児を他人に押しつけてしまう母 0（0） 5（重） 4（6） 12（9）． 12（7） 2（1〉 1（2）

5．育児1ζ対して非鰻的な母 0（0〉 o（D 2（8） L6（6） 14（9） 3（1） 1（1〉

6．夫同伴で受診する母 2（α〉 1（匪〉 3（4） 9（8） ig（L2） 0（1） 2（0）

7．子どもに無関心な母 0（0） 0（0〉 2（5） 17（7） 15（13） 1（1） 1（0）

＆　窟待している母 0（0） 0（0〉 0（1） 4（5） 21（16） 8（3） 3（1〉

9，　穴人びたしつげを強・要する母 0（0） 4（4） 2（7） 風2（8） 12（3） 5（4） 璽（0）

m，干渉の多い母 i（0） 重3（i3〉 9（8） 5（2） 4（1） 3（2） 聖（0）

U．舟児が風潮に流されてる母 o（2） 10（8） 12（6） 2（7） 8（丘） 3（2） 畳（0）

表13　指導全般についての留意事項
（　）保健婦

項　　　　　　目 全く留意しない
どちらかと宮えば

憩しない
どちらとも

えない
どちらかと酋えば

意している
強く留意

ている
無　回　答

正．家族携成 0（0） o（o） 3（1） L9（4） 14（2耳） 0（0）

2．家庭の職業 0（0） 4（0） 6（2） 2】（14） 5（LO） 0（0）

3．家庭の経済状態 1（0） 6（旦） 10（3） 15（丘4） 2（8） 2（0）

4．対象乳幼児の健康状態 0（0） 0（O） 0（1） 8（2） 28（2耳） 0（1）

5．対象乳幼児の発育状態 0（0） 0（0） 3（L） 7（3） 26（21） 0（1〉

6．対象乳幼児の発逓伏態 0（0） 1（0） 2（1） U（3） 22（20〉 0（0）

7．母親の年齢 0（0） 3（0） LO（4〉 20（L7） 3（5） 0（0〉

8．母親の就労状況 0（0） 0（0） 4（4） 25（8） 7（圧4〉 0（0）

9．母釈の健康状態 0（0） 2（0〉 6（1） 監9（8） 9（夏7） 0（0〉

10．昼間の保育者 0（0） 0（0） 2（2） 2亘（L亘） 建3（13） 0（0）

U，祖父母の育児援助 0（0） 耳（o） 3（2） 21（12） L憂（夏2） 0（0〉

12．父親の育児参加・幾助 夏（0） 9（o〉 11（3） 璽3（L6） 夏（7） 1（0〉

B．住居環境の爽態 2（0） 5（0） U（8） 14（n） 3（7） 圃（0）

豪14偏食・少食などの指導上の留意事項
（　）保健嫡

項　　　　　　目 全く留意しない どちらかと言えば

意しない
どちらとも

えない
どちらかと言えば

意している
強く留意

ている
無　回　答

1．幼児の精神発逓状態 0（0） 2（0） 7（3） 璽6（8〉 11（14） 0（璽）

2．幼児の情緒発達 0（0〉 2（0〉 10（1） 且3（7〉 U（17） 0（旦）

3．幼児の身体発育状態 0（0〉 0（0） 1（4） L5（6〉 20（15） 0（1）

4．幼児の運動発違 0（0〉 3（0） 4（4） 15（9） 島4（12） 0（D
5．幼児の遊びの状況　 0（0） 4（0） 2（2） L7（8〉 L3（15） 0（L）

6，幼児の睡眠の状況 0（0） 5（0〉 5（5） 14（9） 12（11） 0（D
7，幼児の保育者の種類 0（0） 0（0） 2（2） 2聖（8） 13（15） 0 （1）

衷田　健康増進についての指導上の留意事項
（　）保健媚

項　　　　　　目 全く留意しない
どちらかと言えぱ

意しない
どちらとも

えない
どちらかと言えば

意している
強く留意

ている
無　回　答

艮．対象児の身体発育状態 0（0） 2（0） 3（3） 13（7） 17（風6〉 1（0）

2．対象児の糟神発達状態 0（0） 2（L） 塵2（2） 9（4） 皇2（19〉 1（0）

3．対象児の運動発達状態 0（0） 1（1） 7（2） 17（4＞ 旦0（19） 1（0）

4．対象児の病名の状況 0（0 ） 0（0） 3 （2） 旦4（5〉 夏8（19） 1（0）

ε　家族構成 0（0） i（0） 7（ユ） 14（13） 皇3（12） 1（0）

6．母親の就労の状況 0（0） 0（0〉 3（3） 20（L3） 要2（8） 1（2）

7．母観の鯉康状態 0（0） 0（0） 5（3） 22（9） 8（14） 1（0）

8．対象児の睡眠の状況 0（0） 1（0） 8（2） 翼5（7） U（夏5） 口（2），

9．乳幼児の遊びの突態 0（監） 3（0） 6（2） 亘7（4） 9（！8） 1（1）

10．対象児の食生活 0（0） 0（0〉 夏（2） 6（5） 27（監8） 2（璽）

U．住宅の状況 1（1） 7（0〉 10（5） L5（13） 2（6） 1（1）

12，住宅付近の環境 0（監） 7（1） 10（4） L5（9） 3（LO） 重（1）

13．対象児の保育の状況 0（0） 0（0〉 8（1） L7（6〉 10（17） 厘（2）

M．対象児の友達 皇（2） 4（0） 9（夏） L5（8） 6（L4） 璽（玉）
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表16調査対象

人　数 ％

調 査　　対　　象 857 100．0

地 北海道・東北
246

28．7

域 関　　　　　　東
541 63．1

別 中国・四国・九州 70 8．2

年 20　　代
225

26．3

齢 30　　代
583

68．0

別
40　　代

49
5．7

有職 あ　　　り
592

69．1

業
無の な　　　し

265
30．9

学 中　学　卒
101

11．8

歴 高　校　卒
452

52．7

別 短大以上卒 304
35．5

の子 1　　　人
244

28．5

人ど
数も 2人以上

613
71．5

形家 核　家　族 260
30．3

態族 複合家族
597 69．7

　集計は各質問毎に地域，年齢，職業の有無，学歴，子

ども数，家族構成の六つの条件別に行なったが，紙面の

都合で各問毎に六条件別に触れることはせず，合計とそ

の他は特徴のある条件別について述べることとする。

　1）母親の実態にっいて

　母親学級運営のためには先ず受講者となる母親の育児

に対する意識や実態を理解しておく必要があると思われ

たので，育児に対する自信の有無，子どもの生活や食事

上の困った事，心配な事の有無，育児について学んだた

めに迷った事の有無，父親の育児参加に対する意見と父

親に対する不満，母親自身の子どもの頃と現在の環境に

っいて質問した。

　　①育児に対する自信の有無

　現在育児に自信があるかをたずねたが，その結果は表

17に示すように「やや自信がない』と思っている母親が

過半数の59％であり，「自信がある」のは26．7％で大部分

の母親は概ね自信をもって育児に当っているとみること

ができるが，一方「自信がない」と答えている母親が1

割強ある。これを年齢別にみると年齢が進むに従い育児

経験が豊かになり「自信がある」が増加している。しか

し「自信がない」は年齢が進んでも減少の傾向はみられ

ず年齢その他に関係なく1割前後の母親は自信を持てず

に育児に当っているとみることができ，この母親たちに

は母親学級等において何らかの援助が必要と思われる。

　　②　子どもの生活・食事で困ったことの有無

　つぎに子どもの生活や食事上困ったこと，心配なこと

の有無をみると，「心配がなかった」22．1％に対し「あっ

表1了　育児に自信がありますか

自信が

　る

　目信

ない

自信が

　い
無記名 計

実　　数

％

229

26．7）

504

58．8）

　99

11，6）

　25

2．9）

　857

100．0）

年　　齢　　別

20代 　48

21，4）

144

64．0）

　28

12．4）

　5

2．2）

　225

100．0）

30代
163

28．0）

338

58．0）

　64

11．0）

18

3．0）

　583

100．0）

40代 　18

36．7）

　22

44．9）

　7

14．3）

　2

4．1）

　49

100．0）

表18　生活・食事で困ったことがあったか

なかった あった 無記入 計

実　　　数

　％

　189

22．1）

656

76．5）

　12

L4）

　857

100．0）

年　　齢　　別

20　代

％

　49

21．8）

172

76．4）

　4

L8）

　225

100．0）

30　代

％

　122

20．9）

453

77．7）

　8

L4）

　583

100．0〉

40　代

％

　18

36．7）

　31

63．3）

0（0）

　49

100．0）

学　　歴　　別

中学卒

％

　39

38．6）

　59

58，4）

　3

3．0）

　101

100．0）

高校卒

％

　100

22．1）

346

76．6）

　6

1．3）

　452

100．0）

短大卒

％

　50

16．4）

251

82．6）

　3

1．0）

　304

100．0）

子ども数

1　　人

％

　53

21．7）

186

76，3）

　5

2．0）

　244

100．0）

2人以上

彩

　136

22．2〉

470

76．7）

　7

（1．亘）

　613

100．0）
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表19困ったこと・心配なことの内容（複数回答）

発育・発達 病気 栄養・食事 生活・育児 困ったこと

実　　　　　数

　　％

212

2．3

208

1．7

331

0．5

299

5．6

656

年　　齢　　別

20　代

　％

　64

37．2）

　60

34．9）

　88

51．2）

　64

37．2）

172

30　代

％

143

31．6）

142

31．3）

229

50．6）

217

47，9）

453

40　代

％

　5

16．1）

　6

19．の

　14　1

45．2）

　18

58．1）

31

学　　歴　　別

中学卒

％

　17

28．8）

　13

22．0）

　33

（55．9）

　22

37．3）

59　

高校卒

％

104

30．1）

　98

28．3）

175

50．6）

152

43．9）

346

短大卒
％

　91

36．3）

　97

38．6）

123

49，0）

12年

49．8）

251

子ども数

1　　人

％

　62

33．3）

　68

36．6）

105　
（56』5）

　74

308）

186

2人以上

％

150

31，9）

140

29．8）

226

48，1）

225

47．9）

470

表20育児の話をきき迷ったことの有無

あ　る な　い 無記入 計

実　　数

％

243

28．4）

559

65．2）

55

6，4）

857

100．0）

た」は76．5％になっている。母親の学歴別にみると学歴

が高くなるに伴って「心配なことがあった」が増加して

いる。心配なことの内容は表19に示すように，1陳養・食

事に関すること」が50％強で一番多くなっている。次い

で「生活や育児に関する問題」が多く，「発育や発達に関

すること」「病気に関すること」の順になっているQ母

親の年齢別では「発育・発達」「病気」「栄養・食事」

は母の年齢が高くなるに従って減少しているが，「生活・

育児」に関する問題は逆に増加しており，子どもの年齢

との関係とみることができる。また，困ったこと，心配

なことを子どもの数で比較してみると，子ども数が2人

以上になおと「発育・発達」　「病気」　「栄養・食事」は

減少するが，「生活・育児」に関することはひとり っ子の

時よりも2人以上になった方が困ったことが多くなって

おり，きょうだいの扱いについて困ることが増加している。

　③育児について学んだために迷ったことの有無

　子どものことで困ったこと，心配なことが育児につい

て話をきいたり勉強したために余計迷ってしまうことが

あったか，また迷いを生じたものは何かを質問レた。そ

の結果は（表20），話をきいたためにかえって迷ってしま

ったことがあると答えた人は28，4％であった。母親を迷

わせたものの中で一番多いのが育児書（43，2彩），次いで

友人。 知人の話（40．7％）であり，医師，保健婦を挙げる

ものもそれぞれ1割強あった。その他具体的に授乳や食

事に関すること，しつけや育児に関する問題，病気の際

の処置など人により，本により言うことが異るので迷づ

たと訴えている。 （表21）

　　④父親の育児参加について
　母親は父親が育児に参加することを望んでいる牟皆質

問したが，殆んどの母親樽それを望んでおり．（94・4紛，

母親の年齢，学歴，母親の職業の有無，子ども数， 象族

形態に関係なく90％以上の母親が父親の育児参加を希望
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表21　迷いを生じたもの

育児轡 テレビ・ラジオ ・知人の言 医師の話 保健婦の話 学級等の
団指導 その他

迷ったことが

る人数
実数 105

43．2）

　51

21．0）

99

40．7）

29

1L9）

27

IL1）

10

4．1）

19

7．8）

243

している。母親たちはどのような参加を望んでいるかを

みると「母親の精神的な援助」が一番多く53％，次いで

「困った時に手伝う」が43％であり，22％は「いつも育児

を手伝う」よう望んでいる。母親の職業の有無で比較す

ると「いつも育児を手伝う」ことを希望するのは無職の

母親9・8％に対し職業をもつ母親は3倍の28．3％であり家

事。育児と仕事を両立させていくためには当然の要求で

あろう。子ども数と父親の育児参加の関係をみるとrい

つも育児を手伝う」のを望んでいるのは子どもがひとり

の場合は29・2％で，2人以上（19．9劾より10彩も多くな

っている。子どもがひとりだけの時よりも子ども数が多

くなる程母親は忙しくなり夫の手助けを必要とするのか

と思ったが，これは予想に反した数字であり，ひとりっ

子，即ち第一子の場合は育児に対する不安から夫もいつ

も育児を一緒にやってほしいという願いかもしれない。

家族形態では「いつも育児を手伝う」ことを希望してい

るのは核家族に多く（25．3％），複合家族は（16．0％）祖

父母の手助け，援助が碍られるからであろう。

表22　父親が育児に参加するのを望みますか

はい いいえ　無記入 計

実　　数

％

809

94．4）

19　　　29

2．2〉　（3．4）

　857

100．0）

　　⑤　現在の父親達に不満がありますか

　この質問は自分の夫に対する不満ではなく，現在の父

親一般に対する不満の有無である。その結果は表24に示

すように不溺のある人が（50．2％〉不満のない人（42．7

％）を上回っている。不満の理由としては「自分勝手（41．4

％」）　「家庭より仕事を優先する（35．6％）」を挙げてい

る人が多い。「頼りない」と思う人は11％あり，その他

表23　どのような参加を望みますか

いつも育児を
　伝　う

時どき困った
などに手伝う

母親の精神的な　援　助

その他
父親の育児参加を望む人数

実　　　数

　％

182

22．5）

351

43．4）

431

53．3）

47

5．8）

809

職　　業

あ　　り

％

157

28．3）

213

38．4）

282

50．8〉

34

6，1）

555

な　　し

％

　25

9．8）

三38

54．3）

149

58．7）

13

5．1）

254

子ども数
ひとり

％

　66

29、2）

　95

42．0〉

112

49．6）

1D

4．4）

226

2人以上

％

116

19．9）

256

43．9〉

319

54．7）

37

6、3）

583

家族形態 核家族

％

143

25．3）

245

43．4〉

300

53．1）

34

6．0）

565

複合家族

％

　39

16．0）

106

43．4）

131

53．7）

13

5．3）

244

10
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の自由回答の中には「育児は共同で行うものである」「子

どもの遊び相手をしてやってほしい」「父親としてもっ

と厳しさが欲しい」の不満を述べている人がかなりあり，

毎日の育児をめぐっての不満が多いようである。母親の

職業の有無で父親に対する不満をみると，母親が職業を

もっている人の方が不満が強く，不満なし38．9％に対し

不満ありは53．2％であり，職業をもたない専業主婦は不

満なしが半数以上の51％で不満ありは43％である。不満

の内容は「自分勝手」が職業の有無に関係なく一番多く

（41％）なっている。「家庭より仕事を優先する」という

不満は職業のない母親に多くr頼りない」は職業をもつ

母親の方が多い。「その他」の「育児は共同でやるべき」

表24現在の父親達に不満がありますか

あ　る な　い 無記名 計

実 数
430 366 61 857

％ （50．2） （42．7） （7．1） （100．0）

あ　り
315 230 47 592

職
％ （53．2） （38．9） （7．9） （100．0）

な　し
115 136 14 265

業

妬 （43，4） （51．3） （5．3） （100．0）

核家族
315 235 47 597

家

族 ％ （52．8） （39．4） （7．9） （100．1）

形

朧
115 131 14 260

態

％ （44，2） （50．4） （5．4） （100，0）

「子どもの遊び相手になってほしい」は職業ありの母親に

多くなっている。

　家族形態で慮腹合家族では不満あり44．2％に対し不満

なし（504％》の方が多い魁核家族では不満なし（39・4紛

より不満あり（52．8％）が多い。「自分勝手である」が複

合家族に多く（複合家族51，3％，核家族37．8％〉，　「頼り

ないjは核家族に多い（複合家族6．1％，核家族13．3％。

（表25）

　　⑥　母親が子どもの頃について

　今回調査対象となった母親たちの背景を知るために子

どもの頃の環境について質問した。その結果は表26に示

すようにr自分の子をもつまで赤ちゃんや小さい子に接

したり世話をした経験がない」母親が30彩みられた。「家

族と一緒に食事することが少なかった」は5％，「イン

スタントや店屋ものの食事が多かった」は僅か2％であ

る。現在は食生活の問題がいろいろ指簡され子どもだけ

で食事をしたり，外食産業が盛んなために既製のもので

すませる家庭も多くなっているが，調査の対象となった

母親たちが子どもの頃には家庭で作った食事を家族一緒

に食べていたことがうかがえる。

　　⑦母親自身の現在の環境について

　母親たちは現在の自分の環境についてどう思っている

かを質問したが表27で示すように「家族のことで何か気

になったりストレスに感ずることがある」人は半数以上

の52％になっており，前述の育児に対する不安や父親に

対する不満を考え合わせると多くの母親たちは家族のこ

とで悩んでいることがわかる。　「食事を考えたり調理す

るのがわずらわしい」は20％弱，「家事・育児に手がかか

表25 不満はどういうことですか（複数回答）

、 齪 頼りない 自分勝手 その他 不満ありの人数

実 数 153 49 178 83 430

％ （35．6） （11．4） （4L4） （19．1）

あ　　　り
108 40 130 66 315

職
％ （34．3） （12．7） （41．3） （21．0）

な　　　し
45 9 48 17 115

業
％ （39．1） （7．8） （41マ） （14．8）

核家族
114 42 119 68 315

家族

％ （36，2） （13．3） （37．8） （2L6）

形 複合家族
39 7 59 15 115

態

％ （33．9） （6．1） （51．3） （13．0）
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表26　あなたが子供の頃について N＝857

病気やけが
かった

親の育て方に
満多力めた

母以外の汰に
てられたこ
多かった

家族との食
少ない

店屋ものの
事多い

楽しい食事の
い出少ない

つらい思い
多い

小さい子を
話した
験がない

実数 185

21．6）

154

18，0）

114

13．3）

50

5．8）

　19

2．2）

　134

15，6）

71

8．3）

264

30．8）

表2了現在の自分の環境について

家族のことの
トレス

周囲の人は
協力

調理がわずらわしい
食事まで手が

わらない
栄養についてあ

り関心ない

実　　数

％

447

（52．2）

85

9．9）

165

19．3）

　87

10．2）

83

9、7）

り食事作りまで手がまわらないj「栄養に関する情報に

は余り関心がない」と答えている母親はそれぞれ10％前

後あり家族にとって団樂の時間である食事作りは母親に

とってはかなり負担を感じているようである。

　2）母親学級に対する意見について

　育児に対する自信の無さ，情報過多による迷いや不安，

家族内の人間関係によるストレスの状態にある母親たち

にとり母親学級の充実強化が待たれるが，現在の母親学

級に対する印象や期待を中心に，母親学級に出席の有無，

出席しなかった理由．出席した会場とテーマ，役立った

ことと不満なこと，教えてもらいたい内容とその学習方

法，現在の育児と教えられたこととのギャップについて

質問した。

　　①母親学級への出席の有無と出席しない理由

　先ず乳幼児をもつ母親を対象にした学級等に出席した

ことがあるか否かをみると表28のように出席者は4割強

であり出席状況は余り良好とはいえない。母親の職業の

有無でみると仕事をもっている母親の方が出席率は低く

なっている。学級に出席しなかった人にその理由をたず

ねると半数以上の人が「仕事があるから」と答えており

表28母親学級に出席したことがありますか

は　　い いいえ 計

実　　　　数

　％

360

42．1）

495

57．9）

　855

100．0）

職　　　業

あ　り

％

201

35．0）

374

65．0）

　575

100．0）

な　し

％

137

53．1）

121

46．9）

　258

100．0）

「テレビや本で情報が得られるから」「他に子どもがいる

から」「会場が遠い」はそれぞれ10％前後であった。

　仕事があるために出席できない母親たちのためには出

席し易い日時や場所を選んで開催されねばならず主催者

側にとって検討すべき課題であろう。

　その他に「学級が開催されているのを知らなかった」

と答えている人が多く，この点は主催者側の良R．の再検

討が必要である。

　　②　出席した会場

　今後の母親学級運営の参考のために出席した母親に意

見を求めた。先ず出席した会場をたずねたがこれは同時

に主催者を知るための設問である。それによると6割は

保健所の学級に出席しており，次いで保育所，公民館，

病院が16～17％台，幼稚園，集会所がそれに続いていて

保健所の学級参加が圧倒的に多い。（表30〉

　　③　出席した時のテーマ

　出席した際のテーマは何であったかをみると表31に示

すように「栄養・食事」に関するものが第1位で70％以

上の母親が出席している。次いで「生活習慣・しつけ」

で51％，三番目が「身体発育」となっている。先きに述

べた心配なことの1位が「食事。栄養」　2位「生活・育

児」，3位「発育・発逮」と順位が合致しており，乳幼児

をもつ母親たちは子どもの栄養や食事に関すること，生

活習慣やしつけ・育児のこと，発育や発達の問題が大き

な関心事であることが確認された。この数字は今後学級

を実施するに当り取り上げる学習テーマや内容，学習時

間に大いに参考になると思われる。

　　④役に立ったこと

　母親たちは栄養・食事，生活や育児，発育発達などさ

まざまの気がかりな困った問題をかかえているが母親学

級に出席したことにより問題が解決したか，子どもを育

12一
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　　　　高橋他：母親学級における精神心理面及び栄養面に関する指導方針に関する研究

表29　出席しなかった理由（複数回答）

仕事があるから テレビ・本で情
得られるから

　に子ども
いるから

会場に遠いから その他
出席しなか

た人数

実　　数

　％

253

51．1〉

　54

10．9）

47

9．5）

40

8，1）

128

25．9）

495

職　　　業
あり

238

63．6）

　31

11．3）

17

4，5）

　25

（6．7）

　93

24，9）

374

なし 　15

12．4）

　23

（19，0）

　30

24．8）

　15

12．4）

　35

2819）

121

表30　出席した会場はどζでしたか（複数回答）

保健所 公民館 集会所 病　院 幼稚園 保育所 そ
画A 学級出席

人数
実　数

％

218

60，6）

　60

16．7）

29

8．1）

　59

16．4）

49

（13，6）

　64

17．8）

22

ε1）1

4（1．1） 360

表31　テーマは何でしたか（複数回答）

身体発育 精神発達 飾害騨謬 遊び 問題行動
　　事故防止とと　　安全教育

その他 NA 学級出席の人数

実数 164

45．6）

100

27，8）

258　　　185

71，7）　（51．4）

　59

16．4）

26

7．2）、

　97　　　45

26．9）　・（12．5）

8r

2．2）

　8

2，2）

360

表32　出席して役に立つ ことがありましたか

は　い 　一いいえ． 無記入 計　

実　数 334　

（92．8）

22

6，1）

4（L1） 360

100．0）

表33役に立ったのはどういうことですか（複数回答）

育て方が
かった

子どもの
持ち

不安が解消 自信がついた 母親同士が
し合えた

その他 無記入
役立ったと

えた人数

実　数

％

　93

27．8）

　80

23．0）

106

3L7）

54

16，2）

130

38，9）

　18

（巳4）

　3

0．9）

334

表34出席して不満がありましたか

は　い 　　｝い凡 無記入 計

実　数

％

　89

24．7）

242

67．2）

29

8．1）

　360

100．0）
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てる上に役に立ったかという側面から母親学級に対する

評価をしてもらったが，出席者の大多数の93％が役立っ

たと答えており母親学級の意義を認めている。役立った

のはどういう点かをみると第一が「母親同志話し合えた1

であり4害Il近い母親達がこれを高く評価している。勿論

講義を聞いたことにより「不安が解消」し「自信がつい

たjり，「育て方や子どもの気持がわかった」「離乳方法

や食事の与え方がわかった」というように講義内容を認

めている母親も大ぜいいるが，一番高い評価を得た「母親

同志話し合えた」は注目に価し学級実施の立案に際して

は母親同志が話し合える時間を設ける必要があろう。

　　⑤　母親学級に対する不満

　母親学級に出席した母親の大多数は子どもを育てる上

で役に立ったと評価しているが，その反面否定的な評価

もあるであろうとの予想に基づき不満の有無を質問した。

その結果出席者の四分の一の母親は不満があったと答え

ているQ不満の内容の主なものを挙げると第一は「講義

時間が短い，又は長い」という時間に関するもので4害II

強の母親が不満を訴えている。次いで「内容がつまらな

い（30．3％）」「会場が遠い（22．5刎　「自分の子に当て

はまらない（2L3紛」等であった。母親の不満はさまざ

まで同じ議義時間でも或る母親は短かくて物足りないと

感じ，別の母親はそれを長すぎると感じるのですべての

母親を満足させることは到底出来ないが，「会場が遠い」

という不満は母親学級の出席者だけでなく欠席の理由に

もなっているので母親学級を闊催するに当り会場の選択

は重要なポィントの一つであろう。

　　⑥　教えて貰いたいこと

　今後の母親学級運営の参考にするために母親たちは学

級に対しどのようなことを求めているのか，どのような

ことを教えて貰いたいかを質問した。（表36）「すぐに役

立つこと」を教えて欲しいという具体的な内容を求めて

いる母親が36．9％で一番多いが，「親としての心構え」や

「基礎的な知識jを期待する母親も多く，母親が学級に対

して求めているものは多様である。年齢別にみると若い

母親ほど「すぐに役立つこと」を教えて貰いたい要求が

強い。この要求は子ども数がひとりの母親の方が2人以

上子どもがいる母親よりも強く，この結果から年齢が若

表35不満なのはどういう点ですか（複数回答）

内容がつま
ない

内容が理解できない 当てはまら
い

時間が短い
　（長い

質問でき
い

会場が遠い その他 無記入 醗薮
実　数

％

　27

30．3）

8（9．0）

　19

21．3）

　37

41，6）

　7

7．9）

　20

22．5）

　11

12．4）

　1

1．1）

89

衷36　どういうことを教えて貰いたいですか

すぐに役立つこと

基礎的知識 親としての
構え

子ども個々
問題 その他 無記人

学級出席の人数

実　　　数

　％

133

36．9）

103

28．6）

116

32．2）

　77

21．4）

　2

0．6〉

　55

15．3）

360

20　代

％

　39

43．8）

　25

28．1〉

　25

28．1〉

　20

22．5）

0（0）

　6

6．7）

89

30　代

％

　85

37．1）

　62

27．1）

　78

34．1〉

　46

18．8）

　1

0．4）

　38

16．6）

229

40　代

彫

　6

24．0）

　10

40．O）

　7

28．0）

　7

28．0）

0（0）

　6

24．0）

25

子ども数

ひとり

％

　45

45．9）

　32

32．7）

　22

22．4）

　19

19．4）

0（0〉

　9

9．2）

98

2人以上

％

　88

33．8）

　71

27．3）

　93

35．8）

　58

22．3〉

　2

0．8）

　一45

17．3）
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表3了　どのような教え方，学習方法がよいと思いますか（複数回答）

講義形式 話し合い 実習的指導 その他 無記入 学級出席人数

実　　　数

　％

　70

19，4）

　176

48，9）

　138

38．3）

10

2．8）

　38

10．6）

360

20　代

％

　10

11．2）

　43

48．3）

　42

47．2）

　3

3．4）

　2

2，2）

89

30　代

％

　51

22．2）

　113

49，3）

　84

36．7）

　4

1．7）

　24

10，5）

229

40　代

％

　5

20．0）

　14

56，0）

　7

28．0）

　2

8．0）

　7

28，0）

25

子ども数
ひとり

％

　15

15．3）

　33

33．7）

　53

54．1）

0（0）

　5

5，1）

98

2人以上

彩

　54
20，8）

143

55．0）

　85

32．7）

10

3．8）

　32

12．3）

260

く第一子を育児中の母親は具体的な内容の「すぐ役に立

つことjを教えて貰いたがっているといえよう。

　　⑦学習方法

　つぎに教え方，学習方法についての意見をみると「話

し合いj形式を希望しているのが50％弱で一番多く，次

ぎが「実習的指導」の38％であり，一方的な「講義形式」

は母親たちに余り支持されていない。先きに述べた母親

学級で役に立ったことでも母親同志話し合いができたこ

とを高く評価しており，講師との質疑応答や，母親同志

話し合う時間を設けることにより母親学級の学習め効果

をより一層高めることができるであろう。　「話し合い」

形式は年齢を問わず希望する学習方法であるがr実習的

指導」は若い母親ほど希望するものが多く（20代47，2％，

30代36，7，40代28，0％），子どもがひとりの母親（54．1％）

は，2人以上子どもがいる母親（32，7％）よりもこの学

習方法を望んでいるものが多い。即ち若い第一子をもつ

母親は育児の経験がないので実習しながら学んでいきた

いと考えているようである。先きに母親自身の子どもの

頃についての項でも触れたように自分の子どもをもつま

で子どもに接したり世話をしたことがない人が3割あっ

たがこのように育児経験のない母親には母親学級におい

て何らかの形で実習的指潮を組み入れることも必要であ

ろう。

　　⑧教えられたこととのギャップ

　これは母親が現在行なっている育児と母親学級で学習

したこととの間にギャップがあったかどうかの質問であ

衷38　現在の育児と教えられたこととの間のギャップ

あ　る な　い 無記入 計

実　　数

％

195

54．2）

140

38．9）

25

6．9）

360

100．0）

る。表38に示すように「ギャップがあった」と答えた母親

は54％と半数以上になっている。その内容をみると表39

のように第一が「理屈はわかるが実行しにくい」の60％

であり，次いで「時間と余裕がないとできない」が40％

強で，母親たちは母親学級の講義内容を現実には実行し

にくい理想的な話と受け止めているようである。特に仕

事をもっている母親は「時間と余裕がないとできない」

が50％もあり折角出席しても日常の多忙な生活との間に

大きなギャップを感じているようである。このような母

親の受け取り方は母親学級を開催する側，話をする側に

とっても考えなければならない問題であり，学級を開催

するに当ってはより具体的な実行しやすい内容を盛りこ

んだものを提供する必要があろう。

　⑨　その他

　以上①から⑧までは設問に対しての回答であるがその

他に学級に対する感想や意見を自由に記入してもらった。

その中から主なものを取り上げると母親学級だけでなく

「父親学級」　「両親学級」を希望している人もかなりあっ

た。また「気軽に母親同志話し合える場がほしい」「近

い会場で開催してほしい」「仕事があるので出席しやす
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表39ギャップはどんなことですか

時間と余裕 経済的に無理
当てはまら

い

かけ離れて
る

実行しにくい その他 あヤア畷

実 数 85 12 27 13 116 14 195

％ （43．6） （6．2） （13．8） （6．7） （60．0） （7．2）

20　代
19 1 5 2 31 3 48

年
％ （39．6） （2．1） （10．4） （4，2） （64．6） （6．3〉

30　代
54 10 18 8 71 10 123

齢
％ （43．9） （8．1） （14。6） （6．5） （57．7） （8．1）

別
40　代

11 1 3 2 8 1 15

％ （73．3） （6．7） （20．0） （13．3） （53，3） （6．7）

あ　　り
54 7 18 9 65 7 107

職
％ （50．5） （6．5） （16，8） （8．4） （60．7） （6．5〉

業
な　　し

22 3 8 3 40 7 73

％ （30．1） （4．1） （1LO） （4．1） （54．8） （9．6）

い日時にしてほしい」「出席した際の子どもの保育をし

てほしい』などの要求もそれぞれ数名の母親たら出され

ている。これらは解決困難なものもあろうができる限り

期待に応える努力をし，母親たちの育児の支えとなる母

親学級を目指す必要があろう。

　以上3種類の質問紙調査の結果から現在の母親につい

ては次のことがいえようQ

1．母親達の多くは育児についての悩みや不安などを持

　っている。

2．その不安や迷いの中には，育児書や知人や友人から

　の情報により生じたものも多く含まれている。

3．父親（夫）の育児への参加については圧倒的に望むも

　のが多いが，直接毎日の育児への参加を希望するもの

　は必ずしも多くない。

4．保健婦や栄養士のみる母親には，干渉が多く神経質

　な母親が多い。

5，母親の多くは家庭内の問題に関してストレスを感じ

　ている。

6．食事を作る事をわずらわしく思ったり，手をかける

　時間がないという母親が多い。

　以上の母親の状況から考えて，それに対応する活動と

して母親学級の充実強化が是非必要と思われるが，現在

の母親学級の状況は次ぎの如くであり改善を必要とする

部分が多い。

1．母親逮の出席状況は低調である。

2．母親学級の内容が必ずしも母親逮の要求や期待に応

　えていない0

3．仕事を持っ母親達の出席が困難である。

4，学習形態も母親達の望むような話し合いや実習形態

　のものが少ない。

　従って今後母親学級を充実強化するためには，まず母

親達が出席し易い日時と場所を選ぶことが先決であり，

その内容も母親の期待に応えるものでなければならない。

学習法も視聴覚教材の積極的な導入が必要であるし，話

し合いや実習も活溌に行われなければならない。講師に

ついても専門家は勿論のこと，地域の育児経験者の中か

ら適当な人を依頼して話し合いに加わってもらうなど，

今以上に身近かな問題を徹底的に皆で学ぶようにすれば

母親達の母性の成長もごく自然に効果的に行われ，現在

問題になっている母性の歪みや未熟などの問題の解決に

も役立つはずである。
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付1　質問紙調査（1）

乳幼児を持つ母親のための学級に関するアンケート

＜実施者用＞

今回の調査は・市町村や保健所などで多く行なわれている乳幼児を持っ母親を対象と

した学級の内容についてお尋ねしているものです。

いろいろ御面倒な項目も多いとは思いますが，皆様方の御意見をできるだけ今後の学

級運営に反映させたいと思いますので，御多忙のところまことにおそれいりますが，

御記入くださるようお願い いたします。

1．回答機関・施設名（ ）①

2・現在・乳幼児をもっ母親を対象とした学級を実施していますか。
　　1．架施している　　　　　　　…＿＿＿＿＿．＿＿＿＿．．．，．＿，＿＿．．．．．．．．．．．．＿．辱一．．，臼臼．

　　2，実施していない　　　　　　　i理由　1．予算の関係

　　　　　　　　　②i2．意義を認めない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．他の機関で行っているから

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4，その他の理由

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　）

③

（以下は実施されている場合のみ，お答え下さい）

3．学級実施中，子ども達の面倒をみますか。

　　L　面倒をみる　　　　　　　　iそれは誰ですか 1．保母

2．面倒はみない

　　　　　　④

2，一 健婦

3．指導員
4．市町村の職員

5．ボランティアの人達

6，グループ内の母親達

7，その他（　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　⑤
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5，

6，
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学級に参加した母親についてお尋ねします。（この項は直接実施に当った方が御記入下さい）

1．育児や子どもの発達に関する知識はどの程度ですか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥　貧　　　　　普　　　　　豊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　通　　　　　　　か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
2，指導に対してよく理解しますか

　　　　　　　　　　　　　　⑦　　　　　　　　理し　　　　普　　　　　よ理
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解な　　　　　　通　　　　　　く解
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る3。学習意欲はどうですか

　　　　　　　　　　⑧　　　　　　　　　　　意な　　　　普　　　　意で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欲い　　　　　　通　　　　　　欲あ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が　　　　　　　　　　　　　　的る

父親学級を実施していますか。

IIl『IIIllll∵注

祖父母学級を実施していますか。

臨1奄1ぞ　蓉落琴ゐ一……“

7． 母親を対象とした学級運営の今後の課題について御意見をおきかせ下さい。

L　テーマについて
　　｛

2，会場について
　　｛
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3．

4．

5．

1』

　　　高橋他：母親学級における脳理面及び栄緬こ関する騰針に聯研究

講師・助言者について

教材について

広報活動にっいて

その他

一　19一
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＆　貴機関・施設において、昨年度（昭和58年）行なわれました，乳幼児を持っ母栽のための学級突施内容についておうかがいいたします。　まず学習テー

　ケートとは直接関係ありません，その点を御注意下さい。

学習テーマ（58年度）

実施時期 対　　象 人　　　　数 開催形態 学醤形態 学

60D

健診時

100

健診対象者

200

10

まで

1L

20

21

50

51

100

皇Ol

以上

300

シリ1ズ

一回のみ
臨時

400

講義 実脚 見学 集団討議

500

習単

総1

時問）

1 101 201 301 401 500 601 1

2 102 202 302 402 502 602 2

3 103 203 303 403 503 603 3

4 104 204 304 404 504 604 4

5 105 205 305 405 505 605 5

6 106 206 306 406 506 606 6

了 10了
207 307 407 507

60了 7

8 108 208 308 408 508 608 8

9 109 209 309 409 50駐
609 9

10 ロ00
210 310 4覧0

510 610 10

11『 ヨ11
211 311 411 511 611 01

12 112 212 312 412 512 612 12

i3 113 213 313 413 513 613 13

14 114 204 314 414 514 604 14

15 015 215 315 415 515 B15 15

16 106 216 316 416 516 606 16

17 11τ
217 31了

417 507
61τ

17

18 ロ08
218 318 418 518 618 18

19 119 219 319 419 519 619 09

20 020 220 320 420 520 620 20

一20一



高橋他；母親学級における精神心理面及び栄養面に関する指導方針に関する研究

マを空摘に御記入いただき，その後それぞれにっきまして，項目ごとに○印あるいは数字を御記入下さい。なお緑色の数字は，こちらの整理用のものでアン

教　　　　材 撹　　当　　者 協　力　機　関 学　　習　　内　容　の　分　　類1

テキスト スライド
ビデオ 映画 なし

了00

医師 歯科医師 助産婦 保鍵嫡 栄養士 その

他

■800

保健所 児童相談所 教育機関 保育所 地域組織 その他

900

舞霧，ζ3て 斬神発運について 塾麗とξ㌢
遊びについて 間題児指の導について 安勤誕3て その他

10DO

701 801 901

702 802 902

703 803 903

704 804 904

705 805 905

706 806 906

707 80ア 90τ

708 808 go8

1001

002

003

004

005

006

007

008

009

010

011

012

003

014

015

709 809 909

了10
810 910

マ11
811 911

了12
812 902

713 813 913

了14
804 914

715 815 915

716 816 916

了1了
817 917

ハ3
818 918

1016

007

018

019

020

719 819 919

720 820 r920

／

一21一
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付2　質問紙調査（21

貴殿が日常実施されている各種の指導についてお答え下さい。

これは，厚生省心身障魯研究・母親学級のあり方に関する研究の一環として実施しているものです。よろしくお願

　いいたします。

A　あなたの指導対象として

　①核家族の割合は　　　　　　　約
　②　里帰り分べんの割合は　　　　　　　　　約

　③　10代の母親の割合は　　　　　　　　　　　約

　④働いている母親の割合は　　　　　約
　⑤　以下の母親についての印象は

　当てはまると思う番号を，

　1：非常に多い　　　　2

　4；少ない　　　　　5
0神経質な母

○指導に対して真剣でない母

○育’児に対して悲観的な母

○子どもに無関心な母

勤務先

職種　 保健婦　助産婦　栄養士

　栄養士の方は，番号に○印をつけたもののみ答えて

　下さい。他の方は全問回答して下さい。

（　　）％　　わからない

（　　）％　　わからない

（　　〉％　　わからない

（　　）％　　わからない

（）中に記入して下さい。・

：多い

：非常に少ない

　　　O大人びたしつけを強要する母（

　　　○育児が風潮に流されている母（

B　指導の実際

　　3：それ程でもない

　　6：わからない
○健診に非協力的な母　　　　　　　（

○育児を他人に押しつけてしまう母（

○夫同伴で受診する母　　　　　　（

○虐待している母　　　　　　　　（

○干渉の多い母　　　　　　　　　（

①あなたは指導の際，次の事項をどの程度留意していますか？

　　　当てはまると思う番号を（）中に記入下さい。

　　　1：全く留意しない　　　　　　　　　2＝どちらかといえば留意しない　　3：どちらともいえない

　　　4：どちらかといえば留意している　　　5＝強く留意している

　○家族構成　　　　　　（　）　　　○家庭の職業　　　　　（　）　　　○家庭の経済状態　　　　（　）

　○対象乳幼児の健康状態（）　　　○対象乳幼児の発育状態（　〉　　　○対象乳幼児の発達状態（）

　○母親の年齢　　　　　（〉　　　○母親の就労状況　　　（）　　　○母親の健康状態　　　（）

　○昼間の保育者　　　　　（　）　　　○祖父母の育児援助　　　（　）　　　○父親の育児参加・援助（　〉

　○住居環境の実態　　　　（　）

②　偏食・少食などの指導で，次の事項をどの程度留意していますか？

　　　前問と同じ要領で答えて下さい。

　○幼児の精神発達状態　　（）　　　○幼児の惜緒発達　　　（〉　　　○幼児の身体発育状態　（）

　○幼児の運動発達　　　（）　　○幼児の遊びの状況　　（）　　　○幼児の睡眠の状況　　（）

　○幼児の保育者の種類　　（）

③　乳幼児の健康増進の指導の際，次の事項をどの程度留意していますか？

　　前問と同じ要領で答えて下さい。

　○対象児の身体発育状態　（　）　　　○対象児の精神発達状態（　〉　　　○対象児の運動発逮状態（）

　○対象児の病気の状況　　（）　　　○家族構成　　　　　　（）　　　○母親の就労の状況　　（）

　O母親の健康状態　　　　（）　　　○対象児の睡眠の状況　（）　　　○乳幼児の遊びの実態　（）

　○対象児の食生活　　　　（　）　　　○住宅の状況　　　　　（）　　　○住宅附近の環境　　　（）

22一



高橋他：母親学級における精神心理面及び栄養面に関する指導方針に関する研究

　○対象児の保育の状況　（）　　　○対象児の友達　　　　（）

④乳幼児の食生活の指導で，次の事項はどの程度すすめますか？

　　当てはまる番号を（）中に記入下さい。

　　　1＝全くすすめな熔　　　　　　　21どちらかといえばすすめない　　3二どちらともいえない

　　　4：どぢらかといえばすすめる　　5 1強くすすめる

　　○ベビーフード　　　（　）　　　　　Ofollow－upミルク（　）　　　　○冷凍母乳　　　　　（　）

　　○スキムミ ルク　　（）　　　　　○いわゆる冷凍食品 （「 ）　　　　○乳酸飲料　　　　（ ）

　　○炭酸飲料　　　　　（　）　　　　　○アル々リ飲料　．（ ）　　　　○手作りオヤツ　　　（　）

5　乳幼児の体力増進の具体的ヵ法として・次の事項をどの程度すすめますか？

　　前問と同じ要領で答えて下さい。

　　○早起早寝　　　（）　○薄着　・（）　　○乾布・冷水摩擦　　（）　○戸外運動遊び　（）

　　○ベビースィミング（）　○体操　　（）　　○マラソン・ジョギング（）

6　幼児の言語発達の指導の際，次の事項をどの程度留意していますか？

　　　当てはまる番号を（　）中に記入下さいQ

　　　1：全く留意していない　　　　　　　　　　　21rどちらかといえば留意していない

　　　3：どちらともいえない　　　　　　　　　　　4二どちらかといえば留意している

　　　5：強く留意している
　　○対象児の精神発達状態　　（）　○母親の養育態度　　　（〉　　O家族構成　　　（）

　　○祖父母の幼児に対する接し方（） ○兄弟姉妹との遊び方　（）　　○保育場所　　　（）

　　○友人関係　　　　　　　（）

7　幼児の遊びについて，次の事項をどの程度留意して指導しますか？

　　　前問と同じ要領で答えて下さい。

　　○対象児の運動発達状態　　（）　　○対象児の精神発逮状態　　（）　○対象児の遊びの種類　　（）

　　○住居内の安全性　　　　　（）　　○住宅周辺の状況　　　　（　）　○母親の養育態度　　　　（）

　　○家族の事故発生傾向　　　（）

8　幼児の遊びについて，次の事項をどの程度指導していますか？

　　　当てはまる番号を（）中に記入下さい。

　　　1：全くしない　　　　2：どちらかといえばしない　　　31どちらともいえない

　　　4：どちらかといえばする　5：強くする

　　○テレビを見る時間（）　　　○友達との戸外遊び（）　　　　○親子での戸外遊び（）

　　○汚れを気にしないで遊ばす　　　　　　（）　　○児童館・児童遊園などの利用　　（）・

　　○親が短時間でも集中的に相手になること（〉　　○子どものしたいことをさせること（）

　　○事故を気にしないで遊ぶこと　　　　　（）

9　幼児の事故防止について，どのように指導しますか？

　　　前問と同じ要領で答えて下さい。

　　○危険個所の点検　　　　　（〉　○整理・整とん（）　　○危除な遊びを禁止できる親の態度（

　　○服・はきものに関する往意、（）　○危険物を持たせない注意（）、　○ハサ ミなどの用い方　（

⑩母子保健に関する知識・知見の導入方法

　　　当てはまる番号を（）中に記入下さいQ
　　　1：しらない　 　　　2：研修会（公附）　　　，3：私的研修会　　　　　　4：専門書

　　　5：一般雑誌・新闇・テレビ・ラジオ　　　　　　6：その他

　　○子どもの早期教育　　（）　　○ドゥーラ効果 　　　　（ ）　　　○ビタミンK欠乏症（

　　○桶谷式乳房マッサージ　（）　　○流行性耳下せん炎のワクチン　（）　　　OB型肝炎のワクチン（

　　○母子相互作用　　　　　（）　　○思春期やせ症　　　　　　　（）　　　O冷凍母乳　　　　（

　　　　　　　　　　　　　以上，ご協力有難うございました。
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付3　質問紙調査（3）

「乳幼児をもつ母親のための学級」についてのアンケート調査

私共は国からの委託で「乳幼児をもつ母親のための学級」の実態調査を行なっております。

皆様の御意見は・今後のより良い学級運営や指導内容に反映させていきたいと思っておりま

す。御多忙中のところ恐縮ですがアンケートに御協力下さいますようお願い申し上げます。

なお，回答は個々に取り上げることはありませんので卒直な御意見をお聞かせ下さい。

東京都港区南麻布5－6－8

　恩賜財団母子愛育会　日本総合愛育研究所

　　　副　所　長　　高　橋　悦二郎

　　　栄養部長　武藤静子
　　　家庭環境部長　　高　橋　種　　昭

該当する項目に○印，或いは空欄に回答を御記入ください。

住所 都，県，市， 区，郡 町，村①

1）あなたの御家族にっいておたずねします。

　いま一緒に住んでいる方たちをすべて記入して下さい。

続　柄　　②③ 性　別　　④ 年　齢　　⑤ 職　業　　⑥
最後に卒業した学校，又は現在通学している学校　　　　　　⑦

記入者本人　　2－1

女4＿1 歳5＿1 有無6＿1 中学　　高校　　短大以上　　　　　　　　　7－1

夫　2－2
男4＿2 歳5＿2 有無6＿2 中学　高校　短大以上　　　　　　　　　7－2

子ども　　2－3
男女4＿3 歳5＿3 有無6＿3 保育園幼稚園小学校中学校　　　　　　　　　τ一3

2－4
男女4－4 歳5＿4 有無6＿4 保育園幼稚園小学校中学校　　　　　　　　　7－4

2－5 男女4＿5 歳5＿5 有無6＿5 保育園幼稚園小学校中学校　　　　　　　　　7－5

2－6
男女4＿6 歳5＿6 有無6＿6 保育園幼稚園小学校中学校　　　　　　　　　了一6

祖　父　　3－7
男女4＿7 歳5＿7 有無6＿7 中学　　高校　　短大以上　　　　　　　　　了一7

祖　母　　一8
男女4＿8 歳5＿8 有無6＿8 中学　高校　短大以上　　　　　　　　　7－8

他（）　　一
男女4＿9 歳5＿9 有無6＿9 中学　高校　　短大以上　　　　　　　　　7－9
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高橋他；母騨劇る精神心理脚鞭iこ関する指導方針に関する研究

2）現在，育騨自信がありますか・⑧

　　1．自信がある

　　2．　やや自イ言力§ない

　　3，　自｛言力§ない

3）一（肺子さんの生活や食事のことで困ったこと・心配なことがありまし燃⑨

　　　　1．なかった　　　　　2．あった

（2）あつた場合は，つぎの戯うな問題でしたか・あてはまるものに○印をつけてく

　　　ださい。⑩

　　　　1．発育や発達に関したこと。
　　　　　　（讐鷺がふえな　の生え騨轟ぎが遅かつたr歩き始めが遅か）

　　　　2．病気に関したこと。

　　　　3．栄養や食事に関したこと。

　　　　　　（飲む量や食べる量が少ない。離乳食を食浸ない・偏食鱒

　　　　4，生活や育児に関したこと。

　　　　　　　（排泄や睡眠の踊．くせ。友だちの中に入れない・ 反抗など）

　　13）上のような問題の中に母親学級で学んだことによつて解決した問題がありました

　　　　カ〉。⑪

　　　　　1，　なかった　　　　　　2．　あった

　　　14）それはどのような問題でしたか・・印をつけてください・⑫

　　　　　1，発育や発達に関したこと。

　　　　　2．病気に関した乙と。

　　　　　3．栄欝食騨関したこと・

　　　　　．4．生活や育児に関したこと。
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4）一〔踏児について話を聞いたり学んだために余計に迷つたことがありますカ、．⑬

　　　　1．ある　　　　　　2．ない

r一
（2遜ったことがあるとすればそれ1ま何によってですカ、．⑭

　　　1府鵬　2・テレビ・ラジオ　3．友人．知人の話
　　　4臼医師の話　5・保健婦の話　　6．学級等の集団指導

　　　7．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
〔3）迷ったのはどのようなことでしたカ〉。具体的にお書き下さし、．⑮

　　　（
）

5）父親の育児への参加についておたずねします．

　　（1）父親が育児に参加することをあなたは望んでいますか．⑯1，はし、2．し、し、え

　　②どのよう鯵加を望んでいますカ・．⑰

　　　　Lいつも育児を手伝う　2鋳どき困った時などに手伝う

　　　　3・母親の榊的媛助　　4．その他（
（3）現在の父親達に不離り就㌔⑱1．あるaなレ、　）

　　（4杯満があるとすればそれはどのようなことですか．⑲

　　　　1・家庭より仕事を優先　2瀬りない　3．自分勝手
　　　　4．その他（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6）乳幼児をもつ母親のための学級につし・ておたずねします．

　（1）学級に出席したことがありますカ、．⑳

　　　1．はい　　　　　　2．いいえ

　↓一一一」
（2）出席しなかった理由は何ですか．⑳

　　　L仕事があるから 2・テレビや本等で情報が得られるカ、ら

　　　3・他に子どもがいるから　4．会場が遠いカ、ら

　　　5，その他（
）
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　　　高橋他1母親学級における精神心理面及び栄養面に関する指導方針に関する研究

③　学級に出席した方におたずねします・それはどこでしたか。該当するものに全部○

　印をっけて くださいo⑫

　　1，保健所

　　2，公民館　　　 ’　　　　　　　．　　 　　 　 ～

　　3，集会所

　　4．病　　院

　　5，幼稚園

　　6．保育所

　　7．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　）

〔41テーマは何でしたか。出席したもの全部に○印をっけて下さい。⑬

　　1，身体発育

　　2．精神発達・言語の発達

　　3，栄養・食事

　　4，生活習慣・しつけ

　　5，遊　び

　　6．問題行動

　　7，病気と予防

　 8．事故防止と安全教育

　　9．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　）

（5）出席して役に立つことがありましたか。⑳

　　1．はい　　　　　　　2．いいえ

（6）役に立ったのはどういうことですか。⑮

　　1．育て方がわかった

　　2．子どもの気持がわかった

　　3．不安が解消した

　　4．自信がっいた

　　5．母親同志話し合えた

　　6．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鮭
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（7）出席して不満がありましたか。⑳

　　1，はい　　　　　　2．いいえ

（8）不満なのはどういう点ですか　いくつでもおつけ下さい。⑳

　　1．内容がっまらない　　　　2．内容がよく理解できない

　　3．自分の子に当てはまらない　　　4，時間が短い，又は長い

　　5，質問できない　　　6．会場が遠い　　　7．その他（　　　　　　　　）

（9）どういうことを教えて貰いたいですか。⑳

　　1．実際にすぐ役立つこと

　　2，子どもを理解するための基礎的知識

　　3．親としての心構え

　　4．自分の子ども個々の問題

　　5．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

㈲　どのような教え方，学習方法がよいと思いますか。⑳

　　1．講義形式　　　　　2，話し合い形式

　　3．実習的指導

　　4．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

qllあなたが現在行なっている育児と，教えられたこととの間にギャップがありました

　か。⑳

　　L　あった　　　　　　2．ない

119　あるとすればそれはどういう点ですか。⑳

　　1．時問と余裕がないとできない

　　2，経済的に無理がある

　　3．自分の子に当てはまらない

　　4．自分のやり方とかけ離れている

　　5，理屈はわかるが実行しにくい

　　6，その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ゆ
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7） 　あなたご自身のことについて，（

×をつけて下さい。

（11あなたが子供の頃　＠

　　　L　自分は病気やけがをすることが多かった

　　　2，親の育て方に不満が多かった

　　　3，自分の母親以外の人に育てられることが多かった

　　　4．家族と一緒に食事をすることはあまりなかった

　　　5，既製品，インスタントもの，店屋物の食事が多かった

　　　6．食事に関する楽しい思い出が少なかった

　　　7．子どもの頃はつらい，思い出が多い

　　　8，

　　　　験がない。

　（2）現在のご自分の環境について　⑬

　　　L　家族のことで何か気になったり，ストレスに感じ．ることがある

　　　2．育児について，周囲の人は協力的でない

　　　3．食事を考えたり，調理するのがわずらわしい

　　　4．家事，育児レ雑用に手がかかり，食事作りまでまわらない

　　　5，栄養に関する情報にはあまり関心ない

）の中にあてはまるものにO，あてはまらないものに

自分の子どもをもつまで，赤ちゃんや小さい子どもに接したり，世話をした経

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）

8）「乳幼児をもつ母親のための学級」についてのご意見がありましたらご自由にお書きく

　ださい。

、ご協力ありがとうございました。
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